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例会報告 
第２６３０地区 岐阜県 濃飛分区  創立１９６６年１月１５日 

●例会日 毎週金曜日 １２：３０～１３：３０      ●会 長   米澤 久二 

●例会場 高山市花里町 3-33-3 TEL 34-3988 ●幹 事   鴻野 幸泰 

     大垣共立銀行 高山支店 ４Ｆ ●会報委員長     新井 典仁  

                               

 

   ロータリー：変化をもたらす 

17-18 年度会報月間写真 お城シリーズ

8 月 松本城 ①  新井 典仁 

高山西ロータリークラブ

ガバナー補佐臨席クラブアッセンブリー 

＜会長の時間＞ 
さる８月７日にクラブ奉仕委員会が

桃園でありました。クラブ奉仕委員会は

年２回上期・下期に行われています。活

発な発言がありましたが一部を委員長

の堺さんに代わり紹介します。 

それぞれの会務委員会はクラブに奉仕する委員会でして、クラブ

の活性化のためには大事な委員会です。クラブ奉仕委員会のメンバ

ーは会務委員会の各委員長さんです。 

クラブ奉仕委員会の中で「例会で発表した場合、会報のために原

稿を事務局へ提出するなんて知らなかった。」と衝撃の発言があり

ました。会報委員会は例会の発言者に原稿を依頼する。発言をした

メンバーは原稿を事務局へ提出する。ロータリー歴の長い人からみ

ると、ごく当たり前になっていることが、ＲＣの常識になっていな

い。昔はテープで録音して会報委員が文章化した。金曜に例会があ

って翌土曜はまる一日原稿作り、会報委員会は大変な委員会でした。

今は極端な話、会報委員会は写真を撮るだけ、あとは事務局任せ、

みたいな。 

結果的にはロータリー歴の長い会員からＲＣの活動の基本的な

ことが引継・継承がされていない、と発言されました。クラブ運営

の基本的なところが継承されていません。機会あるごとに、継続的

にＲＣ活動の継承を行う必要があると思いました。 

異論があるかもしれませんが、私は基本的スタンスとして、クラ

ブなのですから、クラブ内の仕事のすべては、クラブの会員が役割

分担して行うことが原則と思います。全く事務局へ丸投げするもの

ではないと思います。どこまで会員がやって、どこから事務局に依

頼するかの線引きは、難しいと思いますが、この基本的スタンスを

守るものと思います。このような基本的スタンスに立つならば、す

べての会員が自分に与えられた役割を考え活動するようになり、委

員会活動の活性化に大きな効果があると思います。 

 

＜幹事報告＞ 
◎岐阜サンリバーロータリークラブより 

・インターアクト年次大会の御礼   

◎萱垣 杏花さんより 

・青少年交換留学生 派遣報告   

＜例会変更＞ 

高  山 … 9月21日（木）は、定款により、休会    

      9月28日（木）は、高山３ＲＣ合同ガバナー公式訪問例会のため、 

ホテル高山アソシアリゾート に変更 

高山中央 … 9月18日（月）は、法定休日（敬老の日） のため、休会 

9月25日（月）は、高山３ＲＣ合同ガバナー公式訪問例会のため、 

ホテル高山アソシアリゾート に変更 

＜受贈誌＞ 

美濃加茂ＲＣ（活動計画書、会報）、米山記念奨学会(ハイライト 

よねやま209) 

 

 

 

＜本日のプログラム＞   

ガバナー補佐臨席クラブアッセンブリー 
今回の例会に先立ち、あらかじめ井尾ガバナー補佐より各委員長へ

コメントを頂きましたので、各委員長よりそれに対する回答を発表

していただきます。 

 

ＳＡＡ  田中武 

『基本方針の最後の３行を会員に分か

りやすく知らしめて下さい。そのために 

委員全員で勉強会を持ち、理解を深めて

下さい』           

ＳＡＡは、審議機関としての権限しか

持っていない理事会メンバーを超越し

た、例会場における最高の権限を持つ執行機関の役員でもありなが

ら、最近の傾向として、ニコニコの集金係化している感をぬぐえな

い。主たる職務は、あくまでも会場監督であることを忘れず任務遂

行に努める。 

 

会報委員長  新井 典仁 

『会報のチェックのみならず委員持 

ち回りで会報を作ることも会の内容 

を知るいい機会になると思います』 

今後、前向きに検討し出来ることで

あれば、少しでも行っていければと思

っております。 

 

 

ニコニコ委員長  住田 泰典 

『留学生のためのニコニコボックス

について、内容・使途等はどの      

ように考えていますか』 

今年度新設したこのニコニコボック

スは、スイスから受け入れた派遣交換

留学生のノエミさんと、高山からオー

ストラリアに派遣した派遣交換留学生の萱垣杏花（きょうか）さん

の二人にエールを送る事を目的にしています。会員から留学生二人

へのメッセージを喜捨とともに募集しています。 

区分 出席 Make-Up 出席者数 会員数 出席率 

前々回 30名 5名 35名 35名 89.74％ 

本日 31名 － 31名 39名 79.49％

＜出席報告＞
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また近年、当クラブのニコニコボックスで定着している「相

乗りテーマのニコニコ」としても披露しています。こちらはニ 

コニコボックス委員会のメンバーが毎週週替わりでメッセー

ジや近況報告を作成し、それに賛同いただける方には喜捨をい

ただき、例会時に披露しています。これにより高山西ロータリ

ークラブのメンバーにも二人の近況を知らせ、更なる感心を寄

せていただく目的がございます。 

使途でございますが、通常のニコニコボックスと同じ会計で

ございますが、留学生のためのニコニコボックスとして喜捨い

ただいた分はきちんと解るよう、集計上で管理しております。

今後でございますが、ニコニコボックスの中間報告等で喜捨い

ただいた金額を報告し、留学生受け入れ年度のムードを更に盛

り上げていく所存でございます。 

なお喜捨に際し寄せられたメッセージは交換留学生本人に伝え

られるように勤めて参ります。 

 

雑誌・広報委員長  塚本 直人 

『地域社会への広報について、

中日・岐阜、共に支局があると

思います。支局長との絆を強く

する活動をして下さい。また中

部経済新聞にはＲＣ、ＬＣのペ

ージが有りますので活用して下          

さい』 

 今年度は広くＲＣ活動を広報していくために、プレス・リリ

ースを多く行います。新年度が始まる前に会長、幹事と私の 3

人で中日新聞、岐阜新聞の各高山支局と高山市民時報社に挨拶

訪問いたしました。9月15日には中日新聞の嶋津高山支局長の

卓話を予定しております。 

 

会員増強委員長  大村 貴之 

『ここ数年の会員数の動静（入・退）

を調べそれをもとに今期終了時点の          

会員数の目標値を決めて下さい。私と          

しては３～５名を』 

当クラブの会員増減推移を調べた

ところ、昭和４１年設立当初会員２４

名でスタートし、年々会員数も増加し

てまいりました。しかし、平成５年会員６８名をピークに今度

は減少へと進み、今期会員３９名となっております。 

今後の取り組みとして当クラブの適正会員数を５０名程度と

定め、また会員数減少への歯止めをかけるべく、今期は純増５

名をめざし活動を進めてまいります 

 

職業分類・選考委員会  

挾土委員長代理   委員 平 義孝 

『見落とされがちな委員会ですが

大変重要な委員会で有ります。こ

の事を深く理解して活動して下さ

い』 

 この委員会｢夢のある、楽しみな

わくわくする｣委員会です。私共に

仕事を与えて下さい。一生懸命働きます。今、職業分類は一業

種５人までＯ．Ｋ．です。選考は｢厳しく優しく｣行い、３人で

どんな汗でもかきます。委員長の切なる思いは、第一例会7月7

日のニコニコに書いていますので、今一度良く読んで会員増強

にご協力下さい。 

 

 

 

職業奉仕委員長  垣内 秀文 

『基本方針を会員全員に知らしめ

るべく活動して下さい』 

「ロータリーの根幹である、職

業奉仕の理解を更に深め、「四つの

テスト」の意義を再確認し、ロー

タリアンとしての自覚を持って行

動する」を基本方針に掲げ、先ずは私自身が一年間かけて勉強

して行く所存です。地区委員会等出席をさせていただいて得た

情報は、速やかに例会等で報告をさせて頂きます。 

 担当例会第一回目は 9/22、世界生活文化センターの六角さん

をお招きし、テーマは「飛騨高山ブランドについて」で全国に

発信し認知してもらい、高山が潤い会員の皆様の職業奉仕によ

り一層拍車が掛かる事を期待します。 

 第二回目は 2/9 に裁判所へ職場訪問させて頂きます。こちら

も時期が近づきましたら詳細ご連絡申し上げます。 

 

青少年奉仕委員長   長瀬 達三 

『出前講座は大変良い活動だと思 

います。これらの活動を地域社会

に発信して下さい』 

ガバナー補佐より、出前講座の

実施についてお褒めいただき、喜

んでおります。これらの活動を地

位社会に発信してください、とのことですが、出前講座は行政

や民間団体で構成された「キャリア教育を考える会」の活動の

一環として行っています。 

「キャリア教育を考える会」の構成メンバーは、高山市教育

委員会、2630 地区で青少年担当の地区委員を務める下田さんが

在籍する高山中央ロータリークラブをはじめ、高山ロータリー

クラブ、ライオンズクラブ、国際ソロプチミスト協会、JC、商

工会議所青年部および女性部といった、あらゆる市内の団体で

すので、「キャリア教育を考える会」の活動に積極的に参画する

ことにより、地域社会への発信につなげて参りたいと考えてお

ります。 

 

 

国際奉仕委員長  下屋 勝比古 

『素晴らしい基本方針。委員一丸 

となって会員に伝え、必ずやり遂

げて下さい』 

 基本方針を実践するために、会

員一丸となる方法を提案してまい

ります。 

１、アジアにおける保健教育にか

かわる団体の資料を配布し何 

気なく興味を持たせる。配布するのみならず、卓話などに 

話題を提供できたらいいかとも思います。 

２、もちろん安全確保をしたうえで安心な生活環境を提供する

ことはもちろんであるが、ニコニコ委員会にも協力してい

ただき、留学生の近況をできる限り会員の皆様へ報告する

ことで、興味を持っていただくとともに、見守っていただ

きたい。いよいよ学校生活がスタートするので、規則正し

い毎日に心がける。 

３、台北からの情報を得るように努めるとともに台北に行く機

会のある方からの情報を得て、何ができるかを考えていき

たい。 
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ロータリー財団委員長  田近 毅 

『全会員に 150＄の寄付と 30＄の使

途指定寄付をお願いする事、素晴らし

い取り組みです。会員の理解を必ず得

て下さい』 

使途指定寄付「ポリオプラス」 

30＄は、会員それぞれの負担を増や

さない方策として、年 3 回、食事を「きららハウス」のパン 3

個で賄うことにより工面する。 

 

 

米山奨学委員長  平 義孝 

『特別会費はこのクラブの特色と

思います。上手に活用し会員の 

理解を得ましょう。』 

米山記念奨学普通寄付について、

前期分は特別会費より会員数39名

分一人 3,000 円を米山記念奨学会

に送金させていただきました事を報告致します。後期分は来年2

月か 3 月に会員数分送金させていただきますのでお願いいたし

ます。 

又、今年の１０月は米山奨学月間です。米山奨学について詳

しく説明させていただきますので米山功労者になっていただき

ますようお願いいたします。 

 

講評   

濃飛グループガバナー補佐 

   井尾 達之 様 

全ての委員会素晴らし

い活動をされていると思

いました。講評と言うより

気付いた点を述べさせて

いただきます。 

ニコニコ委員会、ニコニ

コ披露の際「さん」づけで

すが、私の所属する美濃加茂クラブはじめとする他のクラブは、

女性は「さん」ですが、年上年下関わらず「くん」づけです。

これはどちらが正しい、といものではないと思いますが、個人

的に私は異和感を感じました。 

増強はクラブにの重要事項です。増強委員会にお任せ、では

なく、クラブ全体で取り組んで、情報が委員会に集約されるよ

う協力していただければと思います。昨日の高山クラブでは、

新会員勧誘にあたり、宮川以東という区割りの件が話題になり、

従来の区割りはもう廃止していいのではないか、と話されてい

ました。個人的にはロータリーの入会勧誘に関わる区割りつい

ては厳密に徹底する必要はないのではないかと考えています。

お知り合いで良い人がいれば、それぞれ積極的にアプローチし

ていただきたいと思います。 

職業奉仕はロータリークラブの根幹です。昨年度の剱田ガバ

ナーも大変重要視されていました。職業奉仕あってのロータリ

ーという事を頭に入れて置いて頂ければと思います。 

寄付に関わる委員会、大変な担当ですがそれぞれ工夫され集

めて頂いているようです。協力していただくというのは、ただ

やみくもにお願いするというのではなく、制度の理解を頂いた

上で、というのが大変重要な事ですのでよろしくお願いいたし

ます。 

来年最終の訪問を致しますが、その際に各委員会の活動状況

について良い結果を聞かせて頂ける事を楽しみにしています。 

 

＜ニコニコボックス＞ 
●濃飛グループガバナー補佐  井尾 達之 様 

第2回目の訪問です。Ｃ．Ａを行います。宜しくお願いします。 

●米澤 久二さん、鴻野 幸泰さん 

国際ロータリー第 2630 地区濃飛グループガバナー補佐 井尾 

達之さんのご来訪を歓迎します。本日はご指導よろしくお願い

します。 

●小森 丈一さん 

井尾ＡＧのご来訪を歓迎致します。変化の年です。ご指導の程

よろしくお願い致します。 

●塚本 直人さん 

本日は井尾アシスタントガバナーのご来訪ありがとうございま

す。先日のインターアクト年次大会ではお世話になりました。

無事終了しホッとしました。雑誌・広報委員長として助言を戴

ける事を楽しみにしています。よろしくお願い致します。 

●伊藤 松寿さん､岡田 贊三さん､平 義孝さん､内田 幸洋さん､ 

田中 武さん、門前 庄次郎さん､堺 和信さん、榎坂 純一さん 

萱垣 敬慈さん 

国際ロータリー第 2630 地区濃飛グループガバナー補佐 井尾 

達之 様、ご来訪を歓迎いたします。 

●伊藤 松寿さん､斎藤 章さん､向井 公規さん､田中 晶洋さん､ 

住田 泰典さん､黒木 正人さん､松川 英明さん､高桑 光範さん 

昨日交換学生生のノエミが日本に到着しました。日曜日のゆか

た例会でミート出来るのが楽しみです。  

 

 

 

 

 

 

作成日2017年8月9日 

学校にも慣れ、たくさんの友達と勉強や行事をしています。 

先日はアボリジナルフェスティバルという先住民を祝う祭りが

学校で行われ、音楽の授業をとっている私は演奏を披露するグ

ループに推薦されました！緊張しましたが楽しかったです。正

式な行事だったため写真は残念ながら撮れませんでした・・・ 

これは今仲の良い友達です。日本語は全く通じません。ですが、

一度友達になれば、言語は関係ないということが学べています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在は冬なのですが、とても暑いです。２７℃にまで上がりま

す。そのため、学校の指定の制服には半袖しかありません。 

通学路にはたくさんの自然があって、毎日高山を思い出します。

ですが、こちらの暮らしは毎日がとても濃いもので充実してい

ます。 

これからもっと多くの人とつながり、知識を得たいです。 
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